
12．２０１４年度日本数学会賞春季賞， 

  出版賞の授賞について  

【春季賞】 
 日本数学会賞受賞候補者選考委員会から

の選考結果報告に基づき，春季賞は東京大

学カブリ数物連携宇宙研究機構の戸田幸伸

氏に授賞されました．授賞理由は 
‘代数多様体の導来圏の研究’ 

に関する業績です．また，３月１６日年会

会場で授賞式並びに同氏による‘連接層の

導来圏と数え上げ不変量’と題する受賞記

念総合講演が行われました． 

【出版賞】 
 出版賞選考委員会からの受賞候補者選考

結果報告に基づき，出版賞はつぎの３組の

方に授賞されました．授賞式は３月１６日

年会会場で行われました． 
結城 浩 氏 
授賞理由：「数学ガール」シリーズは，

フェルマーの定理，ガロア理論，ゲーデル

の不完全性定理といった，一般の読者には

なじみがないが，数学的には深くおもしろ

い題材を正面から扱いながら，青春小説と

しても魅力ある話としてまとめられており，

多くの読者を獲得している．「数学ガール」

という言葉は，本書によって社会に広まり，

広く市民権を獲得するに至った．このこと

は特筆に値する．また結城氏は「数学文章

作法基礎編」などの数学に関連した著作活

動も活発に行なわれており，若い世代へ数

学のおもしろさや考え方を広めた功績は大

きい．これからもますます活発に活動され

ることを期待している． 

雑誌「現代数学」（現代数学社） 
授賞理由：１９６８年に創刊され，その後

「BASIC 数学」「理系への数学」への名称

変更を経て，再び「現代数学」の名称で刊

行され続けている．数学のおもしろさを一

般の読者によく理解できる形でつたえる雑

誌として，４０年以上奮闘し，連載記事も

さまざまな形で単行本化されてきた．この

雑誌が数学の普及に果たした役割を高く評

価するとともに，創刊時の名称に戻った現

在，さらなる飛躍を成し遂げられることを

期待する． 

金重明著「１３歳の娘に語るガロアの数学」

（岩波書店） 
授賞理由：本書は１３歳の娘に数学を解説

する形をとりながら，ガロア理論の考え方

を，数学に興味をもつ一般の人へ，多くの

例を通して解説した良書である．著者は数

学者ではなく，おもに歴史に題材をとる小

説を著されており，和算をテーマにした小

説もある．そのような著者が，ガロア理論

の素晴らしさを学び，さらに歴史小説家と

しての経験も生かして執筆されたのが本書

である．他にもガウスの平方剰余を扱った

続編を刊行しておられるが，このような本

は，数学を専門にしている人にはなかなか

書けないかもしれない．著者のこれからの

執筆活動にも期待する． 
 
 


